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文科省を激励し、財務省に反撃を！！

○財務省が小中学校教員４万２千人の削減要求に対して、衆参両文教科学委員会

で３５人学級推進決議

昨年、財務省は２０１５年度予算案に関して、小学校１年生の３５人学級を４０人学級に戻せ

と要求し、世間の大顰蹙を買いましたが、今年も４万２千人削減の試算を出しました。

それに対し、参議院文教委員会(６月２日)、衆議院文教委員会(６月４日)は、それぞれ、３５

人学級推進を求める決議を全会一致で可決しました。これは、教育に背を向け教育予算を削減し

ようと企む財務省に対する反撃です。

○下村文科相が「定数改善を進めたい」と答弁

畑野議員の質問に対し、下村文科相は「衆議院でも参議院でも決議していただき、背中を押し

ていただいていることに感謝する。３５人以下学級は、よりきめ細やかな指導が可能になること

から、学校現場からの要望も強く、少人数学級の推進は望ましいことは当然」とし、少人数学級

の前進について文科省として取り組んでいくことを「柔軟で効果的な定数改善を早急に進めてい

くことも必要」「今年度の概算要求に入れることも含めて検討」と答弁しました。

○えがお署名の取り組み最終盤！
あと一歩の取り組み、よろしくお願いします！！

文教委員会、文科省のこうした姿勢を激励し、教育予算削減

を目論む財務省に反撃するためにも、今取り組んでいる「えが

お署名」を、あと一歩、前進させましょう。

いつも鞄に入れて持ち歩いていると、いつでも署名のお願い

ができます。忙しい日々が続きますが、無理のない取り組み方

を工夫しながら、一人ひとりの組合員が、できる取り組みを進

めていきましょう。

えがお署名のしめ切りは、7月10日(金)です。



「戦争法制」反対 の声を広げよう！

●STOP安倍政権6.13大集会（東京）
全国各地から１万６千人もの参加者

が集まりました。全釧路教組からは、

厚岸支部の斎藤が参加しました。29℃

の炎天下のもと、集会とパレードに参

加し、反対の声を上げてきました。

今回の特長として感じたことは、若

い参加者の多さです。若者は、戦争へ

の危機感をより切実に感じているので

しょう。次の日の若者集会には、さら

に多い２万５千人が集まっていました。

●6.20戦争をさせない北海道大集会
こちらの集会には、全道から５５０

０人が参加。全釧路教組からは、白糠

支部の田中先生と厚岸支部の斎藤が参

加しました。

集会後のパレードでは、沿道から手

を振る人も多く、この問題への関心の

高さを感じました。

また、夕方には、高教組、北教組と

合同で「教え子を再び戦場に送らない

北海道教職員集会」がありました。北教組と合同の取り組み

は久しぶりだという声も聞かれました。

「教え子を再び戦場に送らない」のスローガンが、これほ

ど切実に感じられたことはありません。世論調査を見ても、

戦争法制に反対の声が大多数です。今こそ、一点共闘で、戦

争反対の声を大きくあげていきましょう。

●戦争反対～今後の取り組み
７月１１日（土）集団的自衛権・「安保立法」ストップ北海道集会

・１４：００集会開会(中島公園自由広場)、１５：００パレード開始

・釧労連からバスが出ます。１名５０００円（夕食弁当含む）

８時労働センター前出発、２２時労働センター前到着解散

７月１２日（日）「国境四差路抗議集会･矢臼別のつどい」

・抗議集会 １０：３０～ 国道２７２号線 国境四差路地点

・矢臼別の集い １１：３０～１４：３０ 川瀬牧場 Ｄ型ハウス

内容 第１部～面おどりと語り、沖縄連帯行動報告

第２部～学習と質疑・これが「戦争立法」だ！（講師：吉田翔太弁護士）

※途中で昼食交流(焼き肉)をはさみます。


